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令和5年5月20日

¥247,457,000

本工事は、見附市学校町2丁目地内における既存建物を、児童交流施設の用途として改築更新するものである。
工種が建築・建築電気・建築機械と多岐にわたり、冬季の降雪による工事の制約等がある中、各工種の工程調整
を適切に行い、工事の進捗に務め、工期内に無事故で工事を完了した。
　以上の理由から、本工事は模範となる優良工事である。

荒木　裕美

代表取締役　齋藤　渡
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表 彰 理 由

監理技術者 大坂　修

推 薦 部 署 こども課

監 督 員

施 工 内 容

完成年月日

大坂　修

工 事 概 要

株式会社笹原建設

工 期 令和4年11月22日 令和5年5月20日

現場代理人

令和６年度　見附市優良工事表彰

工 事 名

施 工 場 所

請 負 者

見附市子どもの居場所（屋内施設）整備工事

見附市学校町２丁目　地内

請 負 金 額

評 定 点

主要用途：児童交流施設（図書館その他これらに類するもの）

構造・規模：鉄骨造地上２階建て

・機械設備工事　　　　　一式

・建築工事（外構含む）　一式

延床面積：913.18㎡

建築面積：574.91㎡

・電気設備工事　　　　　一式

施工写真

竣工着手前
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現 場 代 理 人

令和６年度　見附市優良工事表彰

・建築工事（交通島シェルター）

工 事 名

施 工 場 所

請 負 者

見附駅周辺整備（東口駅前広場造成）工事

見附市　本所２丁目　地内

請 負 金 額

工 事 概 要

工 期 令和5年5月30日 令和6年2月29日

株式会社吉田建設　見附支店　　　取締役支店長　吉田　淳志
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表 彰 理 由

監 理 技 術 者 菅井　健司

推 薦 部 署 都市環境課

監 督 員

施 工 内 容

完 成 年 月 日

菅井　健司

　 N=一式

　 N=一式

令和6年2月29日

¥127,997,000

評 定 点

　本工事は、見附駅東口広場の交通島シェルターの新築工事と駅前広場の造成工事を行ったものである。工種
が、建築、電気、設備、土木と多岐にわたり、駅のロータリーを稼働させながらの工事となったことから、様々な制
約がある中、各工種の工程調整を適切に行い、工程の進捗に努め。工期内に無事故で工事を完了させた。
　以上の理由から、本工事は他の模範となる優良工事である。

・土木工事（駅前広場造成）

五十嵐　直人

施工写真

着手前

竣工



～

点

円

L=32.8ｍ

1箇所

1　式

令和６年度　見附市優良工事表彰

雨水渠整備工事

工 事 名

施 工 場 所

請 負 者

下水補工第7号　貝喰川右岸排水区　477,478　雨水渠整備工事

見附市　市野坪町　地内

・ボックスカルバート（B1100×H600）

工 事 概 要

丸勝建設株式会社

工 期 令和5年10月3日 令和6年3月29日

代表取締役社長　坂井　敏郎　

上下水道局

監 督 員

請 負 金 額

現場代理人

・横断管撤去復旧工

・付帯工

完成年月日

吉田　稔

令和6年3月29日

¥24,242,900

評 定 点 81

施 工 内 容

　本工事は、浸水被害が多発する貝喰川右岸排水区流域において、見附市公共下水道事業計画に基づき、計画
で定める10年に1回程度の大雨に対して浸水することの無いように、福島町（ＪＲ信越本線東側）から昭和町2丁目
の間の雨水排水路を整備するものである。
　施工にあたっては、工事箇所が住宅街に繋がる道路で、児童・生徒の歩行者や車両等が多く通る交差点内で
あったことから、施工区間を短く区切り、段取り替えを繰り返しての施工となったが、工程を適切に管理し工期内に
工事を完了させた。また、施工期間が積雪期間と重なる中で昼夜連続の交通規制を行ったが、適切に交通安全対
策を実施し、工事期間中は無事故であった。上記の工事の施工以外でも、小学生を対象に除雪学習会を実施する
等地域とのコミュニケーションを図っていた。
　以上の理由から、本工事は他の模範となる優良工事である。

山田　翔太

表 彰 理 由

主任技術者 吉田　稔

推 薦 部 署

着手前 竣工

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ据付工 除雪学習会


